
宮城県高等学校野球連盟

準決勝 石巻市民球場 1 時間 51

第71回秋季東北地区高等学校野球宮城県大会
□大会第５日目 9 月 22 日 （ 土 ）

四 三 残 失 併盗 犠
古 川 1 1 0

分 打 安 点
0 0 0 0 0 8 0 0

大 崎 中 央 0 0 0 0 0
7 3 0 5 4 24 【古】 302

（球） 菅原幸 （一） 大槻 （二） 小松 （三） 手塚

0
（ ）

▽本塁打 なし

0 90 【大】 34 8 0 10 0 0

▽三塁打 なし

(古)
(大)

▽二塁打
小野

―

なし 荒井

10 8 2

【大】 氏家･斎藤

▽捕逸

髙橋寛【古】 千坂
― 五十嵐

石巻市民球場 1 時間準決勝 15

なし▽暴投

古川高校が投手戦を制した。主戦・千坂は８安打を浴びながらも無四球完封。要所要所で三振を奪い三塁

を踏ませなかった。攻撃の面でも初回に尾形の適時打，三回に大石のスクイズで得点を重ね，最終回に船

橋のスクイズ等で突き放した。大崎中央高校の先発・氏家も好投したが，味方の失策が得点につながり，

９回に登板した斎藤は制球が定まらず失点してしまった。

大崎中央高校は，７回裏の攻撃で，先頭打者・荒井の二塁打からの好機を生かしきれなかった。

【評】

四 三 残 失 併
柴 田 0 0 0

分 打 安 点 盗 犠

仙 台 育 英 2 11 2 0 x
2 00 【柴】 16 0 0  

    
2 2 00 0 1 2  

1 0 2

▽本塁打 入江(仙)

0 0

水戸

2 215 【仙】 27 15 13

【評】

仙台育英が猛打爆発で７年連続３２回目の東北大会出場を決めた。仙台育英は，初回３番入江のレフト

ポール際へ飛び込む本塁打で２点を先制すると２回長短打９本，四球２つを絡め一挙１１点を奪った。続

く３回，４回にも着実に加点しリードを広げた。投げては大栄，尾形，鈴木千寿の三投手が柴田打線を圧

倒し二塁を踏ませない投球を見せた。柴田は，序盤投手陣が踏ん張り切れなかった。三位決定戦では，柴

田本来の力が発揮できることを期待する。

【仙】 大栄･尾形･鈴木
千葉,穂積(仙)

小濃2,入江,大栄 (柴)
(仙)

佐々木･平間･細野

平間1,細野1(柴) ▽捕逸 なし

【柴】

なし
▽二塁打▽暴投

― 中村 ▽三塁打
― 小野寺

（ 5回コールド
（球）

）
三浦徹 （一） 佐藤圭 （二） 鈴木渉 （三）


